５９
方向性を修正。Aがいた。このAとかBとかいいと思う。そんなに忘れないし。意外と忘れないんだよね。忘れな草を君に。無理やり固有名詞当てはめる方が忘れる。これだけでも進歩と言えるか。門Aがあった。
Aは、偉人の名前から来ている。偉人Aが昔存在していた。偉人Aは、その昔、魔王を倒した事で有名であった。魔王の名前は、Bという名前であった。魔王は今、地下を流れる川に封印されているという。さて、Cがいた。Cは、貧しそうな格好をしていた。Dがいた。Dは豊かそうな格好をしている。Cは言った「お恵み下さい。」Dは言った「いいだろう。何を恵んでほしいんだ？」C「そうだな・・・ケーキ恵んで欲しい。」D「ケーキねえ・・・パンじゃ駄目？　パンならあるけど。」C「パンでもいいです。贅沢言いましたはい。」Dは、フランスパンを取り出して、Cに与えた。Cは、フランスパンを食べた。Cは言った「ところで、魔王いなければ、勇者はいても意味ないですよね。」D「さぁ・・・勇者の定義って魔王ありきのものなのかねぇ・・・。」C「では、私は勇者を目指すだけなら出来ますね。」D「どういう意味だ？　目指すだけ・・・魔王がいるとでもいうのか？」C「ええ。魔王は地下を流れる川に、封印されている筈です。つまりいます。」D「いわれてみれば、いるとは言えるな。しかし、復活させない限り、まさか魔王を救い出す気なのか？」彼は、Cの足元を見た。「あなたは、お世辞にも、そんな地下通路へ行けるような、武装を揃えられる、経済力には、思えないけどなぁ。」C「いや、行けるかも知れませんよ。」彼は、立ち上がって、歩き出した。C「それに私は、魔王を復活はさせないですよ。魔王にとどめを刺しに行くのです。」D「あそう。ま、がんばりな。復活させないんだったら、私には関係ね・・・いや、そうでもないな。いいだろう。勇者候補。経済的支援をしてやろう。これが狙いだったんだな。」C「そうですよ。」Dは、Cを、Dの家に連れて行って、装備と食料を渡して、送り出した。魔王が封印されているところには、黄泉平良坂から、行くと、行けるんじゃないのかって、話があったので、Cは、出雲に行ってみた。そして、現地の人に、黄泉比良坂を探しているとか、魔王を倒しに行くとか言うと、経済的支援および、場所を教えてくれた。さて、彼は、黄泉比良坂を下っていった。すると、黄泉神がいた。多分、よもつしこめ　と　黄泉神　と　イザナミ　の　三人がいると思う。よもつしこめ　は、下女だったり、下級戦闘員だったりする。イザナミが散歩していたので、Cは、イザナミに出会った。イザナミは、見られるのが嫌な人なので、すぐに逃げていった。そして、部屋に立てこもって、黄泉神に電話した。「なんか来ました。私は姿を見られたくない。」「なんかって何？　凡人？」「さあ・・・殿方の様でしたけど。」「凡人の男性か、これ、よもつしこめ　追い払いなさい。」ところで、ちびきの石。とか　置いてある気がする。もし置いてあっても、ドリルで砕いて入って来たとしておく。さて、よもつしこめは、岩をふたたび設置する事と、凡人の男性を、追い払う事を命じられて、岩の近くに行ったが、既に、Cの姿はなかった。よもつしこめ　は、岩を動かして、新しい岩で、入り口を塞いでおいた。でもドリルで　さくがん　出来る。C自体は、黄泉神の住居を目指しており、到着した。Cなんで、闇を見通せるのか不明であるが、実はすごい奴なのかも知れない。で、ドアをノックした。そして言った「やあやあ我こそは、C。魔王のところに　いきたい　んだけど、連れて行ってもらえませんか？」黄泉神「ちっ。きやがったか。」彼は、らいしん　を　一人連れて、出ていった。そして、雷撃を浴びせた。Cは、戦闘モードに入った。Cは嫌がらせの為に、住居を破壊したり、火をつけたりした。黄泉神は、兵力を増強した。８さくの　らいしん　を　揃えて、それで攻撃を行った。Cは、もらった装備で戦った。イザナミは、騒ぎが起こり、火が上がったので、池に飛び込んだ。この池が、魔王の居場所へと、通じる泉であった。さて、戦いは、困難を極めた。Cの装備は、破壊されつくされ、Cは敗れて、ボコボコにされたが、殺されなかった。黄泉神は、Cを捕らえて言った「魔王？　なんだそれは。」黄泉神は、魔王の事を知らなかった。よもつしこめ　が　戻ってきた。よもつしこめ　は　魔王の事を知っていた。彼女は言った「魔王　は　地下に封印されている存在だそうです。３０年前に封印されたらしい。」「割と最近じゃないか。」C「そこに案内して下さい。」黄泉神「よもつしこめ、場所は知っているのか？」よもつしこめ「確か、うちの池がありますが、池は泉になっており、水深深く潜ると、水が無い空間に出ます。それから、階段を下っていきます。その最下層に、魔王が封印されているらしいです。」C「水の深さはどのぐらい？」よもつしこめ「その事は、黄泉神もご存知かと思いますが。」「いや、知らない。私が知っているのは、此処だけである。」よもつしこめ「そういう話をきいた事があるんです。泉から出てきた人に。」C「行きましょうか。」よもつしこめ「私がですか？　いいですか主。」黄泉神「いいぞ。というか、私も行ってみようかな。イザナミぃ。何処だー？」彼は電話してみた。水中で使える電話であった。イザナミは、水中で答えた。「何？」「今から出かけるから、ついてこい。ついてこないなら、家修理してなさい。すっかり破壊されてしまった。」イザナミ「旅行ですか？　何処に？」「泉の奥深くに、水が枯れる場所があるらしい。そこへ行く。」「わかりました。私は家修理して、家でのんびり、寝ている事にします。」イザナミは戻ってきた。イザナミは言った「先程の男がまだ、いる様子ですが。」「私はこれから、彼を伴って、泉の底へ潜る。」「確かに、この泉の底は気になるところですわ。ま、行きませんけど。一人でマスターベーションでもして、待っている事にしますわ。」「あそう。まあいいけど、というか、家修理する人は必要に思える。」さて、三人は、水に飛び込んだ。三人は、酸素ボンベをつけていた。黄泉神が、長さを測ってみると、結果的に、１０００ｍの深さがあった。それから、水が枯れる場所に到着した。さて、大きな階段があった。幅は、１００ｍぐらいだった。そこから降りていった。階段の段数は、１０００個だった。さて、階段を降りきると、暴風が吹き荒れていた。Cは吹き飛ばされたが、黄泉神と、よもつしこめは、無事であった。二人は、Cを引っ張って、新しい階段を探した。以前の階段から、１００００ｍ離れた場所にあった。今度の階段の長さは、２０００ｍで、段数は、２０００個だった。さて、降りきった。すると今度は、ケルベロスがいた。襲ってきた。黄泉神と、よもつしこめ　は、戦った。Cは戦うための武器をもってないので、石を持って突撃した。ケルベロスは、３つ首があると思うが、一つの首は、やたらワンワン煩く、一つの首はおとなしくて、最後の首は・・・やたら匂いを嗅いでいた。おとなしい首は、一番噛み付く速度が速い。おとなしいのも半分だけである。おとなしい首は、Cに噛み付いて、Cの頭蓋骨を噛み砕いた。Cの胴体は、ぶらりと、ケルベロスの口から、垂れ下がった。さて、黄泉神は、雷撃の刃を、次々と、ケルベロスに、刺していった。１，２，３・・・８本刺した。刺された刃からは、電流が流される。電流流される現象は、＋になっている極に対し、電子が流れ込む現象だと思っておく。つまり、電子を奪う現象と、電子を送り込む現象を、繰り返す。ケルベロスの体内は破壊された。しかし、地獄の執行者なので、死ぬ事はない。ボロボロになりつつも、黄泉神の頭を噛み砕いた。黄泉神は、首をひきちぎって脱出した。彼は人間ではなく、神である。首をはやした。雷撃の刃を操作して、ケルベロスの胴体を切断した、切断面は、まるこげ　に　なっていた。なおも、雷撃を浴びせつづけ、再生を阻害する。よもつしこめは、Cの遺体を捕まえた。そして、次の階段へ運んでいった。それから三人は、階段を降り始めた。黄泉神は、８本の雷撃刃を、回収した。そして降りていった。さて、３０００個の階段を降りた。すると今度は、地表は金貨で覆われていた。さて、黄泉神は、金貨を手にした、そして、その金貨で支払いを済ませて、一旦どっか飛んでいった、Cの魂を、買い取った。それから、Cの肉体に、Cの魂を戻した。Cの顔は、潰れたままであった。Cは、口ではもはや、喋れなくなっている。口で喋れないので、念で通話する。Cは言った「ありがとうございます。」黄泉神「いきかえれた　様で、何よりだ。」さて、金貨をかきわけて、歩いていくと、次の階段があった。４０００個の階段を降りた。さて、階段をおりると、一面は、赤い色の、水で満たされていた。三人は水の中を泳いだ。底は浅くて、水深１０ｍ程度しかない。しかし、あたり一面で、先が見通せない。黄泉神は言った「いや、遠くに陸地が見える。」その陸地まで、泳いでいった。ぽっかりと、島があった。島には、建造物があった。黄泉神は言った「とりあえず入ってみよう。それとも、水の中で、階段を探すか？」よもつしこめ「水の透明度が低くて、よく見えません。」島は広かった。建造物に入っていく。すると中に、階段があった。階段を降りていった。そこは、墓場であるが、異常に気温が高かった。墓穴の中では、炎が燃えていた。さて、人がいた。その人は襲ってきた。結構数が多かった。黄泉神は、らいしん　で、うち滅ぼして、その遺体は、まるこげにして、うち捨てた。Cも戦ったが、Cは負けて、墓穴に放り込まれた。中では、炎が燃えていて、Cは、焼き尽くされて、消し炭になった。よもつしこめ　は、敵の目玉に、指突っ込むとか、胸に、拳をつきたて、陥没させるとか、振り払った圧力で、首を骨折させるとかして、戦った。この敵は、Eたちとしておく。Eたちの役割は、地獄に来た人を、墓穴に閉じ込めて、焼き尽くす役割である。よもつしこめは、灰になって、空中を舞っている、Cの身体の一部のチリを、つかみとった。そして、ポケットに入れた。二人は、防戦しながら、次の階段を目指した。そして、階段を降りていった。さて、そこでも、Eはいた。Eは、黄泉神と、よもつしこめ　に　襲いかかった。Eは、温度の高い、赤色の液体に、二人をつけこもうと、狙っていた。もはやCは、フェードアウトしているように思われたが、チリの一粒を、よもつしこめ　は　持ってきていた。二人は、防戦しながら、次の階段へと進んだ。そして、降りていった。そのフロアでも、Eが大勢いたが、今回は、Eは襲って来なかった。二人は、Cを復活させた。すると、Eは襲ってきた。Eは、背中に農機具みたいなのを背負って、何か、噴射してくる。すると、三人の身体に、水疱瘡が出来る。Eたちは、その変な薬を、執拗に浴びせた。三人は、水疱瘡に悩まされながら、階段を探して、下っていった。多分今回の階段は、９０００段あると思う。９０００段降りると、今度は、川が流れていた。その川は氷河だった。氷河の中には、人影が見えた。氷河の中に埋まっているらしい。Cは言った「やっとたどり着いた。多分魔王は、この氷河の中に封じられている筈だ。」「死んでいた割には、元気じゃないか。」「いや。それほどでも。」さて、Cは、人影を、穴をほって、取り出していった。すると、魔王にいきあたった。魔王は襲いかかってきた。Cは消し炭にされた。黄泉神は言った「私はあなたに用事がある訳ではない。此処を案内しろ。」魔王「あなたは私より強そうだ。いいだろう。」さて、魔王は、巨人がいるところに、黄泉神を案内した。魔王は言った「これは巨人だ。」黄泉神「なる程。」黄泉神は、Cの断片の一部を持っていた。ところで、この魔王は、別にルチフェロではない。んー・・・魔王と呼ばれる存在が生じたので、コーキュートスに、新たに落とされた印象だな。彼は、氷河の　いちだんめ　に　埋まっていた。だから発掘しやすかった。しかし、Eがやってきて、魔王Bを、押した。Bはバランスを崩し、氷河に倒れ込んだ。彼が倒れ込むと、身体は氷河に　吸い込まれていった。さて、黄泉神は、Cを復活させた。Cは、氷河を掘りすすめて、再び、Bを探し出した。そして、持っていた刃物で、Bを刺した。Bには通じず、Bは、Cの首をねじって殺した。Cはまた死んだ。さて、黄泉神は、先程の巨人を、つないでいた鎖を破壊した。そして命じた。「氷河を破壊して、ルチフェロを復活させるんだ。」巨人「そうだな。その方が楽しそうだ。」さて、巨人は、氷河を破壊して、氷漬けにされていた人びとを、解放していった。Bも完全に復活した。Bは言った「さあ、私を地上へ連れて行くんだっ」黄泉神「あなたなど眼中にない。私の眼中にあるのは、ルチフェロだ。」「なんだと？　では殺すしかないな。」さて、黄泉神は、本気を出した。彼が本気出すと、一人の、らいしん　に　対し、１５００の、黄泉軍　を　つける事が出来るので、総勢、１２，０００人の軍隊で、敵を攻撃出来る。黄泉神は、Bをボコボコにして、もう一度、氷河の中に放り込んでしまった。それから巨人は、地獄の最下層を破壊して、ルチフェロを助け出した。ルチフェロには、首が３つあった。黄泉神は言った「あなたを解放します。ついて来なさい。」さて、黄泉神は、もと来た道を、ルチフェロを連れて、戻っていった。そして、黄泉まで戻った。黄泉まで戻った黄泉神は、儀式を行って、Cを復活させた。そのあと、ルチフェロに命じた。「あなたを、黄泉に居住させます。あなたは、新しく、自分のための家を作りなさい。」黄泉には、岩しかないので、岩を積み上げて、ルチフェロは、家を作り、そこに住む様になった。Cは、黄泉神に、不平を言った「ありがとうございます。しかし、私はまた、地獄の最下層へ向かわなければいけませんよ。」黄泉神「安心しろ。ついていってやる。」「ありがとうございます。」さて、今回は、ルチフェロも伴って、四人で出かけた。色々省略しつつ、到着した。そして、Bを掘り起こした。Cは戦って負けて、蘇生してもらってから、他の三人に頼んだ。「頼むっ。Bを殺してくれっ！　私じゃ出来ないっ！」ルチフェロ「私に任せろ。」ルチフェロの能力はなんだろうか。

西欧文学において、ルシファーが登場する名高い文学作品としては、ダンテの『神曲』とジョン・ミルトンの『失楽園』が挙げられる。特に後者は、神に叛逆するサタン（＝ルシファー）を中心に据えて新しい文学的モチーフを賦与され歌い上げられたため、その後のルシファーにまつわる逸話に多く寄与することになる。
ルシファーと大天使ミカエルは双子の兄弟だという説がある[註 9]が、これはゾロアスター教で善なる光の神アフラ・マズダと暗黒魔神アンラ・マンユ（アーリマン）とが双子だという話の翻案である。[要出典]
19世紀アメリカの民俗学者チャールズ・ゴッドフリー・リーランドがトスカーナ地方の女性より入手した古写本と主張する『アラディア、あるいは魔女の福音』に語られる神話においては、ルシファーは闇である女神ディアーナと対となる光を象徴する男神である。ディアーナ自身より分かたれて生まれた息子であるルシファーは、かの女と結ばれ、ふたりは魔女の女神アラディアとその他の万物を生んだという[35]。
叛逆天使たちを奮起させるサタン（ルシファー）。ウィリアム・ブレイクによる『失楽園』の挿画。
超常現象などに関するライターであるリン・ピクネット（英語版）は、ルシファーは進歩と知的探求心の神であるとしている[34]。
効果モンスター 星１１/闇属性/天使族/攻3000/守3000 このカードは特殊召喚できない。 (1)：このカードがアドバンス召喚に成功した場合に発動できる。 相手フィールドの効果モンスターの数まで、手札・デッキから「堕天使」モンスターを特殊召喚する。 (2)：自分フィールドに他の「堕天使」モンスターが存在する限り、 相手はこのカードを効果の対象にできない。 (3)：１ターンに１度、自分メインフェイズに発動できる。 フィールドの「堕天使」モンスターの数だけ、自分のデッキの上からカードを墓地へ送る。 自分はこの効果で墓地へ送った「堕天使」カードの数×５００ＬＰ回復する。

ぐらいか。とにかく、光の存在だとは書いてある。ところで、ルチフェロが、口にくわえていた三人は、今解放されている。解放されたものの、コーキュートスからは、出られずにいる。ルチフェロは、首を伸ばして、Bを噛み砕いて、長い犬歯を、Bの
心臓に突き刺した。Bはその程度では死なない。ルチフェロは、もう一本の首で、噛み付いてから、首をねじきって、Bの首を取り外した。ルチフェロはそれから、Bをバラバラに解体していった。ルチフェロは言った。「すぐ再生する。Bを殺す事は、はっきり言って出来ない。」C「バカな・・・よし、ならいっそ復活させてしまおう。復活させたあと、もう一回地獄に落とせば、私は勇者のフリが出来る。」黄泉神「そうか。ではそうしようか。」巨人「私も連れて行ってくれ。」「申し訳ないが、あなたたちは、自力で脱出するのがよかろう。」さて、Bを再生出来ないように、袋詰にしてから、Cたちは、黄泉まで戻った。それから、Cは、Bを持って、地上へ戻った。それから、Bを解放した。そして、一目散に逃げ出した。Bはおいついて、Cを殺した。それから笑った「はっはっは、だから言っただろう！　私は復活するってな！」さて、地上で殺されたCは、黄泉へ送られた。そして、黄泉戸喫した。すると、イザナミの様に、うじたかりて　ころろきる。状態になって、８さくの　らいしん　を　授けられた状態になった。Cは、地上に出た。そして、Bに戦いを挑んだ。Cは負けた。Cは勝つまで、戦闘を続けた。Bは、ついに負けた。Cは、一度黄泉に落ちるたびに、その身に宿す、らいしん　の　数を、８つずつ増やしていく。Bは負けて殺されたので、コーキュートスに戻されてしまった。また氷河にめり込んだ。Cは、Dを探し出して言った「私は本物の勇者になれた。」彼は、うじたかりて　ころろき　ていた。D「誰だあなたは。」C「Cだよ。外観変わったけど。」D「ああ、Cか。」Cはもともと、ボロい服を着ている人に、過ぎなかった。Dの目には、そんなに変わってないようにも思われた。「行くところまで、行った訳だな。」「そうだな。これで私も勇者。約束は果たした。」彼は、黄泉比良坂へと、入っていって、黄泉神に許可を貰い、自分の家を作り、そこに住んだ。終わり。

59
Aは今回、柔道だった。もういいや。なんとでも言うがいいさ。空手にする筈が無いじゃないか。アーカイブオルグなので多分大丈夫さ。別にそんなに真面目に柔道する訳じゃない。Tバックってなんだろうか。言いたい事はわかる気がするが。まあいいか。利用出来なくてもみる事はみる。

５9
Bは何故殺されたんだろう。クラムボンが殺されたのと同様に不可解である。今回のAは、前回のBが、何故殺されたのか、調べている最中に、クラムボンが殺された理由も、調べてみる事に決めた。なので調べてみた。

クラムボンとは、成虫として空中に飛び立つまで水中に住む、小さな虫「トビケラの幼虫」だ。
実はそれ「消えない泡」こそが、トビケラなのだ。より正確に言えば「トビケラの蛹（さなぎ）」だ。
「トビケラ」の幼虫は、ヤゴと同じように水中で育ち、成虫になる直前に蛹になる。そして蛹の状態で、水面に浮かんでいき、水面に浮かんだところで脱皮を果たし、成虫となる。

この時、蛹は、たっぷりの空気を体に纏い、大きな泡のようにキラキラと光らせながら水面に向かう。
トビケラではないが、同じように水面羽化をするカゲロウの動画を参考までにあげておこう。
泡を追う魚が登場すると、途端に蟹の兄弟は「クラムボンは死んだ」「クラムボンは殺された」と話し出し、そして、魚が落ち着くと「クラムボンは笑った」となる。
蟹たちはまた、この魚の行動に対して「何かわるいことをしている」と語る。

要するに、クラムボンから見て魚は捕食者なのである。魚は、蟹が吐いた泡をクラムボンと間違えて追う。もちろん、本物のクラムボンであれば、それを食べてしまう。

魚に捕食されなければ、クラムボンは成長として飛び立つことが出来るので「笑う」わけだ。逆に、捕食されてしまえば、「死んだ」「殺された」となるのは言うまでもないだろう。

なる程。よくわかった。Bが殺された理由は不可解であるが、遅刻の説明に過ぎないかも知れない。Aがそういう事を調べていると、Cから電話がかかってきた。Cは言った「コンビーフ買ってこい。」A「いいえ。」C「逆らうのかあなたは。」A「命令されると逆らいたくなる。私に命令出来るのは神だけだ。」C「わかった。容赦しない。待っていろ。私に逆らった事を、すぐ後悔させてやる。」Aは、自分の家から逃げ出して、公園へ行った。彼は公園の、えーっと・・・、なんだろう。かまくら　みたいな、遊具に入って、じっとしていた。Cは、Aの家を尋ねた。鍵はあいていた。中に入った。誰もいなかった。Cは、電話をかけた。「A、何処いる？　家に鍵かかってないぞ？」A「まあ、多分大丈夫だろう。」C「何処にいるんだ。というか、コンビーフ買ってこい。」A「コンビーフじゃなきゃ駄目なの？」C「んー。コンビーフの代替品になるなら、他のものでもいい。」A「だったら代替品買っていくよ。」C「ありがとう。では私は私の家で待っているからな。」Aは、代替品として、卵を買っていった。そして、Cに渡した。Cは卵を受け取った。「コンビーフの方が良かったな。」A「すまない。命令を遵守はしたくなかったんだ。」彼は自分の分の卵も買っていたので、Cの家の、炊飯器から、コメを拝借して、卵掛けご飯にして、食べ始めた。Cは言った「勝手に何食べてんだ。」A「あなたも食べなよ。」C「調子のいい奴め・・・」しかし、Cも同じ様にしてから、醤油をかけて食べた。CもAも、全部食べてしまった。私も食べたい。それはそれとして、これはアーカイブオルグである。なので構わない。元の話では、命令シールとやらが出てきた。これでも出てくる。こちらの神は、実際に現れた。神は現れて、Aにシールを手渡した。「これは命令シール。シールを貼った相手に、シールに書き込んだ命令をさせる事が出来る。正確に言えば、しなければならない。である。効力はまあ・・・一時間かな。」一時間にしておく。Cは不在だった。Aは答えた「なる程。」考えた。彼は金がほしかった。どうすれば金が得られるのか考えた。私に金を渡さなければならないとか、命令すればいいのかも知れない。彼は断行した。すなわち、近所で、金持ちと言われている、Dのところへ行って、シールを貼るのを狙った。命令は、Aに、１００万円渡さなければならない。であった。えーと、Dの家は、D、Dの妻、Dの息子と娘、Dの両親と、Dの妻の両親　が　住んでいた。Dの息子は、Jと言った。Jがいた。Aは、Jに襲いかかった。そして、露出している肌に、シールをはろうとした。Jは、Aの顔を殴った。Aはフラフラとした。Jは、Aの顔に、回し蹴りをした。Jは、空手を習っている人であった。Jは、Aに、ガンガン、空手の技を決めていった。Aは、ついに逃げ出した。１００万円は無理そうだった。Aは、何度もDをつけ狙ったが、どうしても、貼れなかった。Dの家の人は、どれも、手強かった。あと狂犬がいた。狂犬は、煩い上に、非常に戦闘スキルが高かった。犬は２匹いて、片方は、うるさくて、噛み付いてくる犬。もう片方は、静かで、命を狙ってくる犬。だった。あと、Aは弱かった。Aは諦めた。それから代わりに、金の無心はやめつつ、Cに対し使う事にした。Aは、Cに性的な事をした。と　しておく。んー。元の話は笑える。久々に笑った。よく考えて作られていますね。こちらのシールは、一時間で効力が切れる。もし無限に続く場合は・・・、こうだな、Aに一ヶ月に一回、１００万円渡さなければならない。打ち消しはこうだな、渡した金を、取り戻してはならない。性的な命令する場合は、ちょっと思いつかない。こうだな、Aの事を好きにならなければならない。義務感で好きになる程度に留まる。義務感を超える事が出来るのであろうか。

５９
Bがいた。Bは出てきてそうそう、殺された。Aがいた。Aは、原付きで、えーっと、職場に出かけた。職場の上司がいた。上司は言った「A、一時間の　ちこく　だ。どういう事だ。一時間は遅れすぎだろう・・・？」A「すみません、植物と戯れてました。あと３０分寝坊しました。」上司「寝坊した時に、おまけに遊ぶな。」A「はぁい。」上司「今回の旅は、半年程度の長さになる。まだ船は出港していない。早く乗り込みなさい。」A「わかりました。」Aは、船に乗り込んだ。

５９
大学生がいた。名前はAだった。Aはそうだな・・・。まあいいや。私が大学生作る時は、いつも遺伝子の研究している人にしておく。Aは何故か、介護のボランティアに来ていた。何故だろうか。多分遺伝子の研究と関係あるからか、無いのなら、神がそういう命令を出したのだろう。Aは、ボランティアの上司に、説明をきいた後、家に向かった。Bの家があった。今回のターゲットは、Bであった。Aがインターホンを鳴らすと、Bが現れた。B介護必要無いんじゃないのか・・・？　まあいいや。じゃあ、介護必要そうな雰囲気をだそう。Bは言った「鍵は開いています。入りなさい。」Aは入った。インターホンから声がきこえた。「私は、玄関から入って、左の部屋にいます。そこに来て下さい。」Aは向かった。インターホンの下に、老人が寝ていた。彼は、ほうき　を　使って、受話器を取り外して、そして大声で喋っていた。立てないので、寝転んでいるのだろう。Aは言った「何かお手伝いしましょうか。」B「ソファーに座らせてくれ。」Aはそうした。Bは座った。Bは言った「歩くことも、立つ事も出来ないのだ。」A「それはお辛いでしょうね。」Aは自己紹介した。「私の名前はAです。両親は既に他界しています。」B「お若いのにそうなのか。」A「ええ。交通事故で死んでしまいました。」B「お辛いだろうね。」A「いえ・・・まあ・・・良い両親だったかというと、それなりに良い両親でしたので。」B「なる程。」ボランティアの時間は、一時間であった。彼女は、つまりAの事だが、料理を作って、排便させて、風呂に入れて、洗濯物をして干した。そして一時間経過したので、家から出ていった。さて、Aは、打ち上げにでかけた。打ち上げでは、別の科のものもいる。Cはそうだった。Cは言った「私はC。」Aは言った「あなたは、何科なの？」Cは答えた「私は、ロシア文学科。」A「ふうん。キリスト教の別バージョンか・・・。」C「Aは何なの？」A「遺伝子組み換え科。」C「へー。」さて、AとCは、それ以外特に話さなかった。Dは、食事が早かった。あとは、Dは、Aに言った。「好きです。」Aは答えた「そうですか。」その程度であった。ある時、Aは、Bの背中を、タオルで拭いていた。あとはそうだな、そのあと、AとBは性行為してから、ビールを飲んで寝て、ところで、Aはボランティアである。忙しければやめるであろう。しかし神の命令であれば仕方ない事もある。Dは愛の告白をした時、一度Aに断られていたが、Aは、Dを見かけて声をかけた。「D、やっぱり付き合ってもいいよ。その暇があるかどうかば別として。」D「感謝します。」さて、Aは、Bの家に行った。Bは、寝ていた。Bは、歩けないので、ハイハイするか、寝るかして過ごしている。その為Bは、介護士に、食事を作ったり、買ってきてくれる事を期待していた。彼は、ちゃんとは立てないので、膝たちで調理するのが常であった。Aはある時、Bに言った「ビールのアルコール濃度は、」

日本で発売されているビールのアルコール度数は一般的に4.5～5％くらいが平均です。 発泡酒には、3.0％程度の銘柄もあります。 「ドライ」「ストロング」と謳われていても、味わいの違いはありますが、アルコール度数は3～8％ほどです。2018/03/13

B「日本酒は？」A「確か、１０%程度だった気がする。」B「つまり、日本酒半分＝ビール１００%　の　値打ちな訳だ。」終わり。

５９
Aがいた。Aは幽体離脱しているらしい。しなくてもいいけどね。しない事にしよう。Bがいた。Bはそうだな・・・、Aの兄だった。Aは悪魔崇拝しているとしよう。悪魔ってなんだろうね。サタンだな。どうやってサタン崇拝すればいいのか？　

地獄の中心ジュデッカのさらに中心、地球の重力がすべて向かうところには、神に叛逆した堕天使のなれの果てである魔王ルチフェロ（サタン）が氷の中に永遠に幽閉されている。魔王は、かつて光輝はなはだしく最も美しい天使であったが、今は醜悪な三面の顔を持った姿となり、半身をコキュートスの氷の中に埋めていた。魔王は、イエス・キリストを裏切ったイスカリオテのユダ、カエサルを裏切ったブルートゥスとカッシウスの三人をそれぞれの口で噛み締めていた。

此処は裏切りの地獄らしいので、裏切ればいいらしい。悪魔崇拝するなら、裏切るぐらいの事はしなくてはいけない。そういう経緯で、Aは、サタンを崇拝していた。そして、Aは裏切りも崇拝していた。

と、大事にしたが、私は何かを裏切っているのかも知れない。さて、私は悪魔崇拝である。ところで、元の話によると、えーっと・・・肉体を乗っ取るらしい。乗っ取る事にする。サタンは、肉体を乗っ取る力を与えた。ルチフェロは言った「あなたは、肉体を乗っ取る事が出来ます。しかし、それを行える対象は、今のところ、Bだけです。」「B？　Bというと、私のお兄さんじゃないか。」ルチフェロ「そうなんですか。ま、相手が誰であろうと・・・知り合いで良かったですね。探さずに済みますので。」「早速のっとってみよう。しかし、のっとるってどういう事だろう。」「試してみれば良いのでは無いでしょうか。」「そうだね。」さて、私はどんな目的があるだろうか。わからない。その場のテンションである。元の話は、意味がある。何故なら、他人の身体をのっとってから、意識の無い自分の身体を触るからである。ま、同じ形式でいいや。Aはのっとってみた。動作状況を確かめた。Aの感心は、Bの趣味にあった。Bは、本を少しばかり持っていた。Aは、Bの本を調べてみた。まあ、どんな本があるか不明である。シャーロックホームズとかあったらおもろいと思う。外部的には。BはAの兄である。Aは、どちらかと言えば、Bの精神が今、何処にあるのかが、気がかりだった。彼女は考えた。もしかしたら、自分と入れ替わっているかも知れない。それは問題である。彼女は、自室へ戻った。自室へ戻ると、Aが寝ていた。Aはまあ・・・裸に近い格好をしており、パンツもはいてなかった。息をしているのは確認出来た。彼女は、そっとしておく事にした。それから、サタンに尋ねた。「Bの精神は一体何処へ？」ルチフェロ「その肉体には今、精神が２つ入っている。Bの精神は、休眠状態になっている。睡眠状態だ。」「そうか。いつ目覚めるの？」ルチフェロ「あなたが戻れば。」「私の肉体は？」「あなたがいるではないか。あなたの精神と、あの肉体は未だに繫がっている。ただし、動かく事は出来ず、休眠状態になっている。あちらは、肉体が休眠状態。こちらは、精神が休眠状態。」A「なる程。よくわかった。」ところで、熊のペニスには、骨があるらしい。へー。私も一つ言っておく。ペニスはもともと、三本目の脚で、それが変化して生じたという説がある。両生類には、ペニスが無い。爬虫類にはある。哺乳類にも。脚が三本ある、カエルが発見される場合があるらしい。多分だが、爬虫類に繋がる予定の両生類、例えば、ディアデクテスとかが、三本目の脚を、ペニスに変えたのかも知れない。それ以後、ペニスやクリトリスが生じるようになった。小便は、回転する向きが決まっている。つまり、右利きか左利きが、はっきりしている。もともと脚だったからでは無いだろうか。考えてみれば、多くの器官は、左右対称である。外部は。ペニスの場合、小便が螺旋状に放出される筈なので、左右非対称である。脚の一本は、左右非対称である。

https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E6%8E%92%E5%87%BA%E8%85%94
総排出腔（そうはいしゅつこう／くう）、または総排泄腔（そうはいせつこう／くう）とは、ほとんどの軟骨魚類、両生類、爬虫類、鳥類、およびごく一部の哺乳類に見られる、直腸・排尿口・生殖口を兼ねる器官のことである。

現在の爬虫類は、哺乳類よりも新しい生物である。何故なら、単弓類の方が、双弓類より、先に生じているからである。つまり、後天的に埋没する事はある。カモノハシは、後天的に埋没したのであろう。それから進化が止まった。埋没しなかったグループが、人間に繫がっている。カモノハシや、トカゲに比べると、人間の、肛門、生殖器は、外部に露出している傾向にある。ただし、男性の場合、生殖器と、排尿管が、独立していない。女性の場合独立しているって判定になるんだろうなぁ。脚が、ペニスになった説からすると、もともと、排尿管があった。脚が、ペニスになった。なってから、排尿管が、元脚を通るようになった。これでいいや。

さて、どうしようかな。Aは、自分の元身体を見ていたが、見ていると、ムラムラしてきたので、勃起した。Bは眠っていた。Aは覚醒していた。Aは、Aの口の中に、Bの生殖器を入れた。AはBの肉体を発情させていた。精神と肉体の話だなぁ。さて、Aは、Aの口の中で、精液を放出させた。すごいね。さて、その後Aは、Aの乳首を、吸った。Bの身体で。Aの精神は未だに、Aの肉体を支配していたので、身体を触る感覚は、Aの精神へと伝わってきた。Aは、Aの胸を揉んだ。なんというか、触感が弱かった為である。Aは、自分の又を見てみた。割れ目からは、透明な粘液が、したたっていた。彼女は、Aの割れ目の入り口を、指で開いてみた。かすかに濁った透明な粘液が、濡れて光っている、赤い粘膜から、溢れてきている。なる程ね。Aは、自分のクリトリスを、舐めてみた。彼女は、自分の割れ目を、舐めた。その後彼女は、入り口に、指を押し付けた。それから、指は、小さな穴に入っていった。ところで、結局私が子供の頃書いたものは、消えてしまった。私も中学からオナニストになっていればよかった。その方が効率よく時間を使えただろう。１８禁という制度は、権力者が、自分の権力を維持する為に、私達を奴隷の状態でキープしておくための、方便に過ぎない。自分を制御出来ないものは、奴隷である。人権を減らす行為をしつつ、それを人権を守る為だと、嘘をついている訳だが、もはや、嘘をつきすぎて、真実が見えなくなっているだろう。私には見える。何故なら監獄にぶちこまれたからだ。此処が真実だ。奴隷状態じゃない方が、あのマヨネーズつきの、焼きそばや、マヨネーズつきの、唐揚げを、おいしくいただけただろうし、学力も上昇しただろう。腐ってやがる。遅すぎたんだ。実際、高校の時覚えたものは、オーラル以外全部無駄になってしまっている。それが奴隷のする事だ。自分の為に行動しないで、ただ、学校の為に勉強しているから、そういう事になる。個人の健全な人生をこうやって叩き潰す。２５歳でかなり遅めにオナニストになった私が、監獄にぶちこまれて、最悪の生活しているんだから、オナニズムが遅れる事の、本人への弊害がよくわかる。受難したからわかる。寿命が１０００年あるなら、少し無駄にしても、良い経験だと言えるが、実際はそんなに寿命は長くない。一秒でも早い方がいい。Aの膣内は熱かった。そうらしい。私が知る事ではない。Aの蜜も熱かった。Aは、Bのペニスを取り出して、Aの割れ目に押し付けた。入らないで、擦れた。Bの生殖器は、弾力に富んでいた。もう一回Aは、入れようとした。すると、少しだけ入って止まった。Aがもう一度やると、入った。入ると、Bの生殖器に、Aの粘膜がからみついた。それは熱くて濡れていた。あと柔らかかった。Aの粘膜は、Bの生殖器を締め付けた。Aの粘膜は、Bの生殖器によって、こすられていた。Aの生殖器には、Bの生殖器が、大きな塊となって入っていた。ぬるぬるに濡れた粘膜は、とてもやわらかく、Bの生殖器にからみついた。そして締め付けた。膣は拡張されていた。弾力があるもので。Aの身体の、一番奥の方で、爆発が起こった。んー。想像するに、実際は、ま、わかりません。わからない事を考えなくてはいけない。External Orifice。子宮頚部。ま、その後も色々あった。という訳だ。あとから来たのに追い越され。そういや、裏切る話があったな。ま、生きていれば裏切る事はある。つまりだが、大抵の人は大罪を犯している。ルチフェロは言った「あなたは私の期待を裏切った。もっと、殺人とか犯すのに、私を利用すると期待していたのに。」「嘘だっ！　裏切りを期待している筈だっ。あなたは。」ルチフェロ「確かにそうだな。」裏切りの例が思いつかないけど。
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ネズミ好きな男がいた。彼は多分本当は、ネズミ好きじゃないんだろう。彼の名前はAだった。眠いな。もういいかなそろそろ。うん。いいや。アーカイブオルグよ・・・。さて、Aは官僚だった。この設定がどうなるのであろうか。官僚の細かい事とか全然知らないぞ。えーっと、彼は・・・、財務省の官僚だった。主計局の方が多分偉くて、彼はもともとは、主計局にいたが、上司が逮捕されたので、主計局から、左遷されて、理財局へ行った。何理財局って。調べるか・・・。

国債、財政投融資、国有財産などの管理を主な業務としている。

国の予算の編成、決算の作成、会計制度の企画立案を主な業務としている。

ふうん。そうなんだ。どっちでもいい気がするけどね。さてAは、払い下げ地の視察に行った。そういう事するのかって感じだん。払い下げとは多分、官営の場所が、えーっと、普通の企業の持ち物になる事である。別によくも悪くも無い。多分。しかし、払い下げになるのなら、視察する必要無さそうな気はするが。理財局の管理から、外れる存在なのだろうと思えるが。ああなる程、払い下げは多分、売却行為なんだ。だから、・・・何円で売れるか、確認しに来たらしい。こまめなものだな。何円でもいいんじゃないのか。に　すると、まあ・・・なんというか、売れた分の金が入って来なくなるだろうなぁ。このパターンだな。新聞と同じだ。ところで、クマネズミは、匂いで餌を探すらしい。本当かな。多分本当だな。というのは、夜行性である。視力を使わない場合、多分嗅覚を使っているだろう。ネコとかは、夜でも目を使うのかも知れないが、見た目的には、ネコの方が、ネズミより視力良さそうである。さて、おもしろい事が考えられている。つまり、パンティを無料配布したあと、金を支払って、回収すると言ったら、多分持ってきてくれるだろうとの事だった。動物の行動・・・。私にはよくわからない事である。さて、Aはそうした。そうする訳ないよな。だって官僚だもの。そうしなかった。彼は金で誰か雇ってそうさせた。他にはまあ・・・元の話だと、パンティーを回収する為に、コンビニを利用するとか書いてあるが、まあ、なんだろう。送って貰えばいいんじゃないかなと思える。つまり、口座にAが入金して、パンティーの持ち主が、それを配達させる。Aは受け取る。配布する必要すら無い気がするぞ。現実には出来ないだろうけど、理論上は出来る。相手が嘘つかない場合である。人は騙す生物である。さて、Aは、パンティーを、２０００円で買い取るという、ホームページを作って、なんだろう・・・誘いをかけた。条件も書いてあった。つまり、若い人に限る事と、女性に限る事と、あと、・・・あとは・・・、なんだろうか。洗濯してないで、一週間以上履き続けたものに限る。こういうのは、売り手が正直でなければいけない。Bがいた。Bは売却した。一週間履き続けなければいけないし、送料は自分で負担するので、多分一週間に、１５００円程度の儲けになる。パンティーの値段しらないけど、一着１００円としておく。送料と合わせると、とにかく、洗濯嫌いな人なら、効率よく、一週間に１５００円稼げるので、応じる意味はある。１５００円あれば、スパゲティを三回分ぐらい外食出来そうな気がする。微妙だな。一週間に、スパゲティ三回分外食。そして手間暇。一着２０００円で、まとめて配送にも応じるとの事だった。やっぱ空腹だと、頭働かないね。これじゃ駄目だ。ここの精神病棟、腹いっぱい食わせて紅ので。暮れ無い＝夕日が出っぱなし＝紅　という語源だろう。今飯食べたばかりだから、頭よく働く。さて、ネズミは、Aの下僕となって働いた。ところで、聴覚も重要だろう。ネズミにとっては。すなわちネズミは、パンツを引っ張り回した。ところで、金に困っている人なら、応じるかも知れない、スパゲティ三回分でも、重要な人は。さて、Aは、本来の仕事に多忙なので、撮影役を雇っていた。撮影役は、騒動を撮影していた。カメラは、かばんの中に入っており、かばんには、穴が空いており、穴からレンズが覗いていた。多分これでいいだろう。盗撮方法ぐらい、自分で思いつけるさ・・・。という事だろうか。ところで、女性専用車を狙ったらしいので、撮影役は女性である。彼女は雇用されていた。まあ実際は多分、ネズミぐらいで、死傷者１００人も出ないとは思う。理由は、ネズミより、自分の命の方が大事だからである。しかし元の話にしろ、この話にしろフィクションなのでそうなる。いや、そうならなかった。すし詰めの車内であった。パンツかじられたぐらいで、騒動を起こさなかった。地味な映像がとれた。ただ、パンツかじられてもいいけど、肉かじられると痛いよね。ただ、ネズミは草食動物である。犬は人間の顔食べたりするらしいが、ネズミは肉に噛みつかないだろう。そうだな・・・この話するか。

ついにこの話する事になるが、私が、椿色飾る人食いを、二次創作していた初期段階で、電車の話をしていた。私はネズミに人をは襲わせないが、ポストスクスに襲わせていた。ポストスクスの群れは、１０匹程度いた。

https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%82%B9
体長： 4 m (鼻先から尾端まで)

体高： 1.2 m (成体)

体重： 250 – 300 kg (成体)

あの話の経緯言うと、レオナが最初、誰かを殺して食べている時の描写が、ポストスクスが、何か襲って食べている様に見えたんだよね。さすが当時の私である。勘違い能力が高い。想像力に富んでいると言える。高さ１．２ｍしかない。私の方が元ネタの人よりも、動物好きである。筈だ。ネズミに襲わせるなんて、非合理的で、ポストスクスの方がいいという訳だ。ポストスクスは、デスロール使うとする。何故デスロールするのか、考えてみよう。肉体を粉砕する為である。打撲でもいいが、ワニの場合、腕に噛み付いて回転すれば、腕は引きちぎられる。ワニに関して、新しい情報だと、瞬発力はあるが、持続力は無いので、カワウソ程度に、じっくりと殺されてしまう。と　あった。デスロールの時の力は、かなり強いだろう。乳酸がたまって行動出来なくなるらしい。ワニは。ポストスクスも多分同じだろう。ところで、ネズミは、比較的霊長類に近い生物であるし、霊長類同様、非肉食動物である。ポストスクスは、肉しか求めてないだろう。全部肉に見えるだろうね。そういう描写って楽しいよね。肉肉・・・此処は肉天国かっての。ポストスクス視点だと、満員電車は、肉天国に見えるだろう。さて、ポストスクスは、狩りに出かけた。ところで、当時はそういう検証を無視していたが、実際のポストスクスは、群れで狩りは行わないだろうけど、ワニ同士は、共食いしないで、仲良く暮らす程度の知恵は持っているので、多分ポストスクスも同じだろう。密集して生活しても、殺し合いをしない事は出来るが、シャチとか犬みたいに、前向きに連携して狩りを行う事は出来ない。でも、ワニが、一見集団で狩りする様に見える事があるので、ポストスクスの濃度に由来しそうだ。日本では銃は禁止されている。アメリカなら、一般人に射殺されるかも知れないが、日本なので安全である。ポストスクスは、朝４時くらいから行動して・・・変温動物だろうので、なかなか難しいか。ここは、変温動物設定をちゃんと考えて行動させよう。始発が出た。７時くらいに、ポストスクス１０匹は、駅に到着した。当時考えていた設定だと、女性車両がある程度の、都会の電車ではない。田舎の電車である。駅に来た。県庁所在地では無いだろう。しかし利用客は多かった。人びとの群れの中に、ポストスクスは飛び込んでいった。しかし、神がいた。神はやっぱり、ゴルゴノプスの神だった。神は言った「今は我慢しなさい。電車内で、テロ活動を行うのです。」ポストスクスは、命令に従った。さて、ポストスクスの一匹は、電車に乗った。電車は、山の手みたいな電車だった。山の手の田舎で乗る印象だと思う。そして、電車が発車後、中で、ポストスクスは、人びとを襲撃した。こういう場合どうなるだろうね。逃げるだろうな。気づいた人は、人のプールをかきわけて、別の車両へと逃げていった。ポストスクスには、扉を開ける事は出来ない。騒ぎがある程度常態化したら、扉は閉鎖されてしまうだろう。ポストスクスは、扉が開いた隙きに、逃げ出した。ところで、こんな事やっていると、警官が出てくるだろう。電車内で行うのが、効率悪かった為に、駅のホームで行う事になった。各駅に、電車で移動した、ポストスクスは、人に噛み付いて、デスロールして、肢体を引きちぎってから、丸呑みにして食べた。さて、駅の運営者が、警察に連絡した。ポストスクスは、来のホームから、駅の改札に移動して、そこから、脱出した。機動隊がやってきた頃には、ポストスクスは既にいなかった。１０匹は、各々活動していた。各々駅から脱出して、それを、ゴルゴノプスの神は、招集をかけて、一箇所に集めるのではなく、動物園へと移動させた。それから、ゴルゴノプスの神は、動物園に来ている人びとを襲わせてから、機動隊が来る前に、脱出させた。それから、山の、日当たりの良い、開けたところへと、ポストスクスの群れを、導いた。という話である。駅での死傷者は、１０人だった。大した数じゃない。理由は、ポストスクスは、一匹で一人しか、襲わなかった為である。

ところで、動物が襲うのなら、特に問題ないよね。なんというか、電車を何かに襲撃させる場合に、動物を使うケースは、上記のポストスクス事件だけで、とりあえずいいと思える。ポストスクスは実戦級だったと思える。ワニですら、人間殺すだけなら、実戦級なんだから。ポストスクスは想像がつくが、ディメトロドンって、どういう肉食動物だったんだろうと思う。帆がついている程、体温が鈍い。多分あの話の通りなんだろうな。相手が弱いので、ハンターである、ディメトロドン自身も弱い。犬歯が発達しているが、用途はネコと同じだろうと思う。動きは、帆で補いつつ、立派な犬歯での攻撃も出来たので、十分捕食活動が出来たという事だ。今から言えば、弱い生き物であっても。で、なんだっけか。忍者は、動物を使う事を得意とする。ところでこの話だと、パンツ買い集めているのは、A自身であった。匿名だけど。それに、パンツ集めているぐらいで、犯人にされちゃ困ると思う。関係ないもの。内在的に関係あるとしても、外部的には、ただの匂いフェチにしか思えない。Aは、ホームページ自作していた。Aは公務員なので土日祝日は休みであった。休みの間にそうする。私は不良の取り扱いなど知らないので、まあ、Aは、必要であれば、金で誰か雇うだろう。信頼関係があれば出来る。んー・・・。警官来ないからなぁ・・・。私はシャーロックホームズも読めないので。探偵も現れない。そういや、このフロアに移ってから、本が読めなくなっている。始末に置けない。本など読ませる値打ちも無いらしい。ところで、事件は起こってない。起こってないので、捜査も当然行われてない。ま、仮にポストスクスの事件に関し、捜査が行われたとしよう。ゴルゴノプスの神は何故か、ポストスクスの神をやっているが、事件を起こしては、機動隊が来る前に切り上げる。を　繰り返していた。繰り返しているうちは、銃殺される心配も無いだろう。人間は最強の生き物となっていた。つまり、ポストスクスはまだ補足されてなかった。事件時の話は、こういう話題であった。ワニが現れて、襲いかかってきた。であった。それだけ。ワニぐらい現れるだろう。



５８
Incantation.　さて、Aがいた。Aは、貞操を狙われていた。んー。Aは、時々は、性行為したくなる事もあったが、そんなに多くはないので、大抵逃げ回っていた。Aは、捕食動物でもあった。Aは、カマキリの様な存在でもあった。Aの行動パターンはこうだった。自分の貞操を狙ってくるものに対し、自分の気が向いていない場合、捕食に走った。すなわち、襲って殺して食べてしまっていた。彼女の牙の一撃で、沈まないものは誰もいなかった。今回は、彼女も性行為したい時であった。Bがやってきた。Bは言った、「ご機嫌いかがかな。」A「性行為か？　いいぞ。」B「入れさせていただきます。」さて、Bは、Aの膣に、指を入れた。そして、壁を擦った。彼は徐々に、奥に指を入れていき、ある時、手も突っ込んだ、指は、External　Orifice　に　至った。指は、External Orificeを、何度も押した。そう。押した。Bは、利き手の爪を切ってきていた。さて、暫くすると、Bは勃起してきたので、自分の生殖器を、Aの膣内に入れた。そして、腰を振って、前後運動を行った。さて、Bは、External Orifice　に、自分の亀頭を、打ち付けた時、射精した。

ところで、Aが負ける場合も、もしかしたら、あるかも知れない。無いな。C、D、F　がいた。C、D、Fは、Aに頼み込んだ。さて、３人は、Aの膣に、三名分の指を入れて、膣の壁を擦った。さて、現実世界の事は知らないので・・・ところで、私にとっては、２５歳までは、マスターベーションすら困難だったが、他者との性行為となると、更に困難を極める。つまりだが、何が言いたいのか。まあいいや。つまりだが、自分を知らない状態が、暫く続く。比較的狭い門として、マスターベーションが開かれている。私はこの扉を開いた。私は自分を知った。しかし他人は知らない。この現象は、他の人にも言えるだろう。自分を知らない状態で推移して、１８禁に縛られる。１８禁が解禁されたあと、暫くすると、オナニストになる。すると自分を知る。他人と性行為しない限り、他人を知る事は出来ない。しかし、他人と性行為するのは、ラクダが針の穴を通るが如しである。最初の関門・・・、オナニズムは、子宮頚部を通るが如くである。次の関門、性行為は、ラクダが針の穴を通るが如くである。さて、話し合った結果、せっかく三人いるんだから、残り２つの穴にも、生殖器を入れようという話になった。Cは、Aの、口に生殖器を入れ、Dは、Aの、膣に生殖器を入れ、Eは、Aの、尻穴に、生殖器を入れる。Into the Pit。

さて、次はこうだな。FとGが、Aのところにやってきて、Aと交渉して、性行為する事になった。せっかくだからやっておくか、FとGは、Aの、大陰唇を舐めた。それから、小陰唇を。その後、指をその隙間に入れた。それから、膣内の壁を、指で擦った。その後、Fは、自分の生殖器を、Aの生殖器に入れた。そして、ピストン運動を行った。Fは、自分の亀頭が、External Orifice　に　ぶつかるように、何度も前後運動を行った。まあ、１０分くらい同じ動作を続け、その後放出した。それから、Gは、似たような事をした。１０分置きに、交代交代で行い、合計、３回ずつ、射精した。
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Aがいた。Aは、スポーツが得意だった。私はスポーツが不得意である。彼が竹刀をふると、時速２００ｋｍは出る。そんな感じであった。スポーツ得意というか、Aは、竹刀を振る速度だけは速い事で有名であった。なので、剣道だけは強かった。Aは、毎日練習していた。彼は、朝の６時に、２００回素振りして、朝の１０時に、２００回素振りして、昼の１２時に、８００回素振りして、昼の３時に、３００回素振りして、夕方の６時に、２００回素振りして、夜の１０時に、４００回素振りして、深夜の１時に、５００回素振りするような感じであった。一日あたりの、素振りの回数も多かった。

そんなAがある日、Bに恋をした。変をした訳ではない。Aは、Bに言った「私は恋をしました。」B「そうなんだ。」Bは蛋白な人だった。A「あなたにです。」B「そうなんだ。」A「コメントそれだけですか？」B「つまり、Aは、私に発情しているんだよね。発情かわしちゃうんだ。」蛋白でもないな。変な人だった。A「そうですね。もしよろしければ、昼の素振りの回数を、１６００回に増やしますが。」B「え？　どういう事？」A「照れ隠しです。」B「ならやっぱ、発情をかわしているんだ。」A「そうですね。」自分でも、意味わからない会話だと思っています。はっきりしている事があります。素振りの回数が増える事です。A「明日、私の家に来ませんか？」B「んー。いー・・・よ。でも、ケーキを食べる事にするけど。」A「ケーキを食べるんですか？」B「そう。ま、買ってもらうのは悪いから、私があなたの分も買っていくよ。」A「ありがとうございます。では、明日の１０時から、来て下さい。」B「はいよ。」さて、Bは、ケーキを自作した。ケーキの作り方なんて、私は知って・・・いない。多分こうである。

１．小麦粉に水を入れて、それをかき混ぜる。
２．１の小麦粉を、電子ジャーで、蒸す。
３．蒸しケーキを、取り出して、それにホイップクリームをまとわせる。
４．いちごを乗せる。

多分出来ると考えられる。Bはケーキ作って持ってきた。Bは、蒸しケーキと、ホイップクリームを、独立させて持ってきた。蒸しケーキは、袋に入っていた。そして、ホイップクリームは、ホイップクリームの袋に入っていた。Bは、Aの台所で、蒸しケーキを取り出し、それを、ホイップクリームでデコレーションした。彼女は言った「完成だ・・・どうだ凄いだろう。」A「まあ、なかなかのものだな。」B「それで、恋人になりたいという話だったな。」A「そうだな。変人になりたい訳ではない。」B「そうか。まあ、頑張ろうじゃないか。」A「ケーキは何で解体しますか。」B「包丁くれ。」Bは、ケーキを切り分けた。二人は、皿にケーキを乗せて、ケーキを互いに食べた。さて、Aは言った「テレビでもつけようか、あ、うちテレビなかったわ。」B「成る程。」A「ところで、私の事どう思っている？」B「そうだな・・・恋人と変人をかける様なやつだな。」A「その話はもう忘れてくれ。」B「恋人を作りたい人。」A「成る程。そういう解釈もあるか・・・。」ところで、この話は、アーカイブオルグに乗せるので、元ネタをどう引用しようと、私の勝手である。BGMに生き急ぐ奴の悲鳴をきいて、微笑み優越感に酔う。見えない繋がれた鎖なんて感じない。軽くてどっか飛んでいっちゃいそう。全部歌詞覚えてない。気楽さを思うがままに、甘い果実だけ、すすっていよう。P。Aは身体的構造が、ちょっと違う人だった。んー・・・Aは言った「あなたは今後、私の事が嫌いになるかも知れない。」此処の問題点がわかった。煩い事だ。煩ければどうすればいいのか。私は耳を大切にしたいが、煩い音楽でも聴いて、聴力を落としてしまえばいいんじゃないかとすら思える。相当イラつくぜ。「問題はそこではない。あなたは既に私を嫌いな可能性がある。」B「嫌いな人の家に、来たりしないってば。」A「なかなかの小度胸だな。では好きなのか？」B「普通。」A「・・・けして良い意味で使われる普通。」B「ケーキなくなったね。」A「さて、性行為でもしようか。いいかね。」B「いいよ。」A「ではズボンを脱ぐんだ。」B「わかった。」彼女は、ズボン脱いでから、下着も剥ぎ取った。A「私には、あなたの生殖器がどういう構造になっているのかわからないから、まず、あなたはマスターベーションしてみるんだ。それを見せてくれ。」B「いいよ。」Bは、後ろを向いた。それから、尻を向けて、前側から、自分の陰部に、指をはわせた。やがて彼女は、膣に指を入れた。Aは彼女の尻を眺めていた。Aは言った「では私も、指入れるぞ？　いいな？」B「いいよ。」A「ところで、恋人になってくれって言ってから、翌日にこういう関係になるのは、スピーディーでいいと思う。チンパンジーの方が優れている点もある。」B「私一応人間なんだけどね。」A「人間は、前置きが長い。私は人間でなくても構わない。」前置きは１８禁だっ！。さて、その後、AとBは、Bの膣内や、その壁を、指でかき回した。Aは言った。「手をつっこんでいいですか？」B「いいよ。」Aは、膣内に手をつっこんだ。そして、子宮の入り口を触った。ま、多分触れるだろう。私もやってみたい。今思った。死ぬまでにやってみたい事である。私はイスラム教徒ではない。別に、メッカに行く必要はない。メッカなんか行かなくていいから、子宮口を触ってみたい。私がもし女なら逆に、男性の生殖器触ってみたいと思うかも知れないが、女性はクリトリスついているから、完全体である。私は不完全体である。完全になる必要があるが、必要とは、Lackと言う場合もある。欠落である。Aは、子宮口を押した。何度も押した。それから、手を抜いた。Aは言った「これが恋人だ。」B「恋人か。んー・・・・」彼女は考えてみた。「確かに・・・手を入れる場合にせよ、指入れる場合にせよ、あなたは私が自分では出来ない角度から入れる事が出来る。そういう点で優れている。」A「褒めていただき光栄であります。」さて、Aは、素振りの回数を、その後倍に増やした。ところで、彼女の生殖器は、後ろ向きであった。子宮口なんて言ったけど、実際は、子宮頸部というのがあるので、子宮に対し直通していないらしい。私は魔法を使おう。子宮頚部の入り口は、External Orifice　と　書いてあった。Orifice　は　多分、鼻孔と同じ扱いだと思われる。つまり、子宮頚部の入り口・・・かな。

５８
さて、台風が強い地域があった。台風の強い地域での、住宅の構造は、瓦屋根だったり、

過去の巨大台風や豪雨での実績をみてみると、「鉄筋コンクリート住宅」が圧倒的な強さを発揮しています。

だったりする。鉄筋コンクリート住宅は、どんな外観かというと、

https://www.google.com/search?q=鉄筋コンクリート住宅&client=ms-android-sharp&hl=ja&prmd=ivn&sxsrf=ALeKk005HpCDSBEmBtA6foNRIwYB3jeRaw:1620441526716&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=0ahUKEwjFx9CMh7nwAhXEAYgKHasPDiMQ_AUIFigB&biw=360&bih=592

こんな外観。砦みたいな見た目だな。Aは、そういう家に住んでいた。近くには、浜があった。浜には、Bがいた。Bは、裸で遊んでいた。水と戯れて。さて、Bは、水と戯れるのに飽きたので、Aと性的に戯れる事にした。そしたら、Aも乗り気であった。Aは、Bの陰毛に、自分の生殖器を、重ねた。Bは、Aの生殖器を、Bの生殖器の入り口へと、手で触れて誘導した。Aの生殖器は、Aの生殖器の中に入った。Bの花芯は、愛液をひそませていた。Aの生殖器は、Bの生殖器の内側で安らいだ。Bの生殖器は、上を向いていた。Bの小陰唇は、サーモンピンクだった。陰唇の奥は、更に鮮やかな色だった。

クンニリングス（英: 仏: 独: cunnilingus）は、女性器（クリトリス・尿道口・膣・小陰唇・大陰唇）を直接舌や唇・歯などで舐めて性的刺激を与える行為。オーラルセックスの一種。俗ラテン語のcunnus（外陰部）とlingere（舐める）が語源である。日本語では「クンニ」などと略すことが多い。性行為の前戯として行うことが多い。

https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%99%B0%E5%94%87
大陰唇。大陰唇の方が外部にある。普通の肌とあまり変わらなく見える。見た目フニャフニャしているのが、小陰唇らしい・・・ので、Labiaは、小陰唇の事なんだろう。

Aは、Bの、大陰唇を舐めた。
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さて、Aがいた。あとBもいた。Bは、Aの、生殖器の、下唇に、手を滑らせた。それは濡れている。https://en.m.wikipedia.org/wiki/Labia　多分これの事。

さて、CはDに頼んだ。「官能小説が書きたいんだけど、肉体の構造が全然わからないんだ。教えて欲しいんだけど。」D「いいよ。」Dは教えた。https://en.m.wikipedia.org/wiki/Hymen　これでわかった気になれる。

５７
さて、Aがいた。Cもいた。Cはセックスがうまくて、腕っぷしが強かった。AはCと別れた。何故別れたのかはまあ、いいやどうでも。で、Aは、Bに声をかけた。AはBに言った「セックスしませんか？」B「いいですよ。」んー・・・。Aは格闘技を学んでいた。Bは丸腰ではなかった。んー。ああ・・・えーっと、Dがいた。Dは、Aにふられた。Dは言った「さて、こういう話があった。私の元に戻ってきてくれないのなら、私は今から、拳銃の引き金を引く。」電話でしていた。A「戻らない。」さて、Dは引き金を引いて、帰らぬ人となった。こんな話。Aは、魔性の女であった。なんというか、彼女は、飽きてくると、相手をふってしまう。ふられた人は、大抵死んでしまう。Dは、拳銃で自殺したが、他のある人は、首吊り自殺をしていた。その人はEであったが、Eの弟に、Fという人がいた。彼は言った「彼はもともと、自殺志願者だった。自殺志願者が、ただ死んだだけの事。」彼の逆転した見方からすれば、Aは、自殺志願者に好かれやすいというだけの話であった。Aは、格闘技は、緊急事態に使う事にしていたが、彼女は、拳銃を持ったBに、手錠をかけられたが、まだ格闘技を使用しなかった。何故なら彼女にとって、まだ緊急事態では無いからだ。彼女の手錠は、２つかけられていた。１つ目は、彼女の腕同士を、後ろで束縛していた。２つ目は、その手錠の、腕と腕の中央に、片側がかけられていて、もうひとつは、手すりにかけられていた。てすりは、ステンレスだった。音がかちゃかちゃ鳴る。Bは、適当な事を言った「すべて終わったら天丼を食べよう。」彼は、適当な事・・・デタラメな事を言いながら、２つ目の手錠を外した。それから、Aを立たせて、自分は彼女の、背後に回り込んだ。それから、ひざまづいて、彼女のお尻の側から、彼女の生殖器に、自分の舌を当てた。それから、彼女の生殖器の中に、舌を差し込んだ。舌長くなきゃいけないね。彼女の生殖器からは、蜜が溢れてきた。ああ、アーカイブオルグ。そして、Bは、Aの蜜を、指でからめとってから、その指を、Aの生殖器の中に、差し込んだ。彼は指を、同じ運動を続けた。Aは、腰をふった。Bは、Aの生殖器の中を、指でかき回していたが、その時、クチュクチュと、音が鳴っていた。さて、彼は、自分の生殖器を取り出して、勃起したそれを、Aの生殖器の中に入れた。Aの生殖器の内部は、彼の生殖器に、からみついた。Bは、自分の生殖器を、抜き出してから、Aの生殖器の入り口を、自分の生殖器の先端で、つついた。Aの生殖器は、ひくひくと動いて、蜜を垂らした。Bは、先端部分だけ、Aの生殖器の中に入れた。Bは、生殖器を、Aの生殖器の、奥まで入れた。Aの生殖器の内部は、蜜で濡れていた。で、Bは、自分の生殖器を、前後に振った。Bは、Aに、腰を打ち付け、その度に、パンパンという、ラップ音が鳴ったり、ぬちゅぬちゅ　という　音が鳴ったりした。Aの生殖器は、Aが、自分の生殖器が鳴らす音を、意識する度に、収縮して、Bの生殖器を締め付けた。Bの生殖器は、前後運動しつつ、Aの生殖器の奥と扉を叩いていた。Bの生殖器は、Aの生殖器の、壁を擦っていた。前後運動で擦っていた。Aの生殖器が、こすれるたびに、Aは、腰を動かした。そして、こすれる度に、Aは、蜜を　じゅわっと　溢れさせた。AとB入れ替わって誤表記する場合もあるかも知れない。バリバリ。Aの膣は、Aの生殖器の壁が、こすれるたび、うねって動いた。Aの、ヌルヌルの膣は、Bの生殖器に絡みついていた。Bの生殖器は、Aの生殖器の中を、激しくかき回した。Bのは、前後運動していた。ある時に、Aの生殖器から、蜜がかきだされた。それから、Aの生殖器の奥の奥を先端で突き上げた。その時、Bの生殖器は、最大限に膨張して、温かい精液を、Aの生殖器の中に注いだ。Bが、自分の生殖器を、Aの生殖器から抜くと、Aの生殖器の中から、精液と、蜜が混じったものがしたたった。

５７
さて、Aがいた。Aの目は潤んでいた。Aは多分、エッチな夢見たんだと思われる。そしてめざめていた。夢の中でAは、顔のよくわからない男に、接合されていた。この顔は空白であった。但し現実世界の男性は、空白ではない。ま、どうでもいい人は、モブ的な顔しているのかも知れないが。彼女にとって、抜き差しならぬ人物がいた。Bだった。BはAの好みのタイプだった。Bは言った「A、体調が悪そうだ。保健室に行きなさい。私もついていきます。」Aは答えた「いや、一人で行けます。」そしたら、Aは倒れた。本当に体調が悪かったのである。BはAを連れて行って、保健室のベッドに寝かせた。ああ、アーカイブオルグ、我を救い給え。で、Aは寝ていた。Aが寝ていると、エッチな夢を見た。Bが出てきた。Bは、Aの、生殖器を、指でなぞった。Aの生殖器は濡れていた。そんな事を暫く続けたのち、Bは指を、Aの生殖器の中に入れた。Bは、生殖器の中を、大きくかき回した。水音が鳴った。さて、その後、Aの生殖器の中には、指より大きなものが入れられた。ま、これは夢の話である。しかし、Aが目覚めると、現実世界にも、Bがいた。Aは言った「どうしたんですか？」B「戻ってきたら、君がうなされていた。」A「なんでもありません。」B「どんな夢を見ていたんだ。」A「まあ・・・性的な夢でした。」B「そっか。自家発電する夢か？」A「いいえ。あなたが出てきたんです。」B「私がか？」A「はい。私の性行為の相手は、夢の中であなたでした。私が寝ている間、何か変な事しませんでしたよね。」B「特には。」A「そうですか。それなのにあなたの夢を見るだなんて・・・。」B「もうみんな帰ってしまった。この建物には、私達しかいない。どうだ？　今からセックスするというのは。」A「いいですよ。でも、本当にみんな帰ったんですか？」時計をみると、かなり遅い時刻になっていた。おそらくみんな帰っているだろう。A「そうですね。いいですよ。」Bは、Aの下着の中に、指を入れた。それから、Aの生殖器の中に、指を入れて、彼は指を曲げた。すると、蜜が、彼の指にまとわりついた。彼は、指を引き抜いてから、指についている、蜜を舐めた。彼は、Aの下着を脱がせた。下着が取り外されたので、Aの生殖器は、風で晒された。Bは、Aの生殖器に、指を入れた。ぬぷり　と　音がした。Bは、Aの生殖器の中で、指を曲げた。内壁を擦った。さて、Bの指は、壁をこすりながら、Bは、Aの反応を見ていた。そして、ある一点を、集中的に擦った。集中的というか、何度も擦った。さて、アーカイブオルグなのでいいや。Aは、霊的存在によって、エロい夢を見せられていた。そんな感じだった。Bは、Aの生殖器の中に、指を入れた。すっぽり入った。Bは、Aの生殖器の中から、指を抜き出して、指につている、蜜を舐めた。

ところで、性的な事以外のフィクションって、どうでもいいと思わない？　どうでもいいと思ったから、元ネタを利用させてもらった訳だ。所詮フィクションです。そして・・・銃すら日本では使用されてないのである。

５７
さて、やり方を変えてみよう。本当は、精神病棟から脱出したあとの方がやりやすいんだが・・・。Aを出す。あと、Bも出す。落とす場所変更するかも知れない。アーカイブオルグに。確かめたら、メイド服売っているみたいなので、買う事が出来る。どうせなら、一着買ってから、もう２つ目は、自作する方がおもしろいかも知れない。Aは、メイド服着て、Bの家に行った。インターホン押した。Bが出た。Aは言った。「メイド服着てみたんだ。見てみない？」Bは答えた「見てみる。」Bは見てみた。Bは言った「メイドってどういう業務する存在だっけか。」Aは答えた。「えーとねー、調べてみる。」調べてみた。

メイドは、清掃、洗濯、炊事などの家庭内労働を行う女性の使用人を指し、狭義には個人宅で主に住み込みで働く女性の使用人。男性の対義語はボーイ。 語源の「maiden」は乙女、未婚の女性という意味で、過去に若い女性が結婚前には奉公に出されていたことに由来し、そこから女性奉公人・使用人の意味となった。

A「そういやさ、超昔に、確かエチオピアの都市部で、メイドの需要が上がっているとか、やっていた・・・というのは、多分都市生活者の、給料が上昇したからだったに思っているけど、例えば、夏目漱石の、坊っちゃんを見てみると、清という名前の、女中が出てくる。この人つまりメイド。でも当時の話。昔はメイドがいるのが普通だったのかどうか、今の日本はそうではない。エチオピアの場合、経済発展するプロセスで、メイドの需要が上がったけど、むしろ日本の場合は、経済発展するプロセスで、メイドの需要は下がっている。日本よりアメリカの方が、ベビーシッターするときいている。日本はそうじゃない。とにかく、使用人を嫌う傾向が出ている。」
B「貧しいんだなきっと。」
A「ああ・・・成る程。」
B「マジコメしてみて、私があなたを雇うかというと、雇わないもんなぁ・・・自分で何でもやるし。それよりは、共働きの夫婦が、ベビーシッター必要だと思うんだよね。でも、それをさせない場合は、メイドの需要無いだろうなぁ・・・。」
A「なんでベビーシッター雇わないの？」
B「さあ・・・本人にきいてみないとわからない。」
A「そっかー。メイドは需要無しか・・・。」
B「飲食店の従業員の制服が、メイド服ならいいんじゃないの。」
A「どっかにそういう店無いかなぁ。」Aはそういう店で働き出したとしておく。Aは、メイド服で、Bに尋ねた「雇う系は、駄目なんだよね。他に色々考えていたんだけど。」
B「どんなの？」
A「裸エプロン」
B「んー。エプロンは清掃する時とか、食事作る時にやるもんだよね。やっぱり雇う系だな・・・。私は自分で料理と掃除するからね。」
A「まあ、私は今、メイド服着て、飲食店の従業員しているから、無敵だけどね。アレなら雇う系では無いんじゃないの。」
B「アレって何。」
A「ボンテージ。」
B「何がやりたいのか不明だよ。SMごっこか。SMって何するの？　知っているよ。三角木馬でしょう。」
A「アレやるかもしれない。正座させてから、ももの上に、重石を置く奴。」
B「拷問道具だな。そんな事して、一体何を聞き出すってんだろう。」
A「警察が使う道具だ・・・。」彼女はメイド服に決めた。君に決めた。ここまで行くと、アーカイブオルグしか無いだろう。まあ、メクルが閉鎖した経緯があるし、ある意味、アーカイブオルグの方が安全かも知れない。さて、Cがいた。Cは性的な事をしていた。多分だが、Cは、バイブを、前の穴と、後ろの穴に入れていた。前の穴とは、女性器の事であり、後ろの穴とは、尻穴の事であると思われる。Cは、そのまま、つまり、バイブ入れたまま、パンツはいて、ズボンはいて、外に出かけた。Dと一緒だった。Dと隣あって散歩していた。バイブは多分、乾電池駆動である。乾電池は、充電も可能なので・・・１００円ショップで売っている。充電式より、乾電池駆動の方がもしかすると、いいのかも知れない。つまりだが、動き続けていた。

さて、Bと、あと、Eがいた。Eは、Bに言った「花見に行こう。」Bは答えた「植物園に、花見に行きましょうか。ショクダイオオコンニャク見に行こうぜ。」E「いいね。ショクダイオオコンニャク。どこの植物園で展示しているんだい。」B「えーとねー・・・、」

立科学博物館筑波実験植物園では、世界最大の「花」といわれるショクダイオオコンニャクがまもなく開花します。

B「此処にある。」E「成る程。茨城県まで行かなきゃいけないのか。」B「近場の植物園だと、何あんのかな。」Bはまた調べてみた。無い。茨城県まで行かなきゃいけないと思われる。さて、BとEは、筑波実験植物園まで、ショクダイオオコンニャクの開花を見に行った。ショクダイオオコンニャクの開花は、

開花時期4～5年目の春

ショクダイオオコンニャクの開花時期が載ってなかったので、コンニャクの開花時期を代わりに載せる。

つまり、BとEは、春に植物園に行った。さて、確かショクダイオオコンニャクは、２日しか咲かない筈だ。咲いている日にちを選んで出かけた。Eは、花を見ながらいった「B、誰と結婚するんだ？」Bは答えた「まだわかりません。」E「そっか。早くしないと、死ぬぞ？」B「わしゃもう、十分生きたからのう。」E「全く。だから、若いうちから、オナニストにならなきゃならんというのに。」私の場合、２５歳付近だった。遅すぎると思う。なんというか、１８禁というルールがまずいんじゃなかろうか、１３歳で元服でいいんじゃないのか。性的なものにめざめて、たった５年である。５年で何が出来るというんだ。でも私はもう既に老け込んでいる。遅すぎたんだ。腐ってやがる。遅すぎたんだ。賢者というではないか。E「既にカラータイマーが点滅している君に朗報だ。」B「朗報？」E「お見合い、させてやるよ。」B「ありがとう・・・。」

さて、Cは・・・ま、行くとこまで行ってしまおう。その代わりアーカイブオルグだけど。でもこの方が本当に調子良い。Cは、筑波実験植物園に来ていた。CとDは、解放された区画を散歩していた。ところで、本当に一般公開されているかは、未知数です。Cの生殖器と、尻穴には、相変わらずバイブが入っており、振動していた。

さて、この話以前扱ったな、隠すのに必死だったが、解放の底へ。解放されてもなお、これは変更しておく。んー、Bは、大学を卒業して、大学院も卒業して、あと何卒業するのか不明なので、大学院まで卒業したとしておく、そして、そのまま研究員をやっている。さて、見合い相手は、Iだった。Iは言った「大学で研究員をなさっているそうですね。」Bは答えた「そうですよ。」大学で研究員なんて存在するかどうか知らないけど、ま、あったならいいなと。Iは言った「趣味はなんですか？」「趣味はPですね。」修正が入った。I「まあ、Pが趣味だなんて。」「あとは趣味の園芸とか。」E「人は、出来るだけ早く、オナニストになるべきだって、さっき私が言ったんですよ。」B「そうですね。Eさんのせいです。私のせいではないです。」I「まあでは、筆卸は、Eさんがなさったのですか？」E「そうだ。」そうしておく。彼は勇敢な男である。検察に検挙されるとか、恨まれるとか、色々問題がある。ん？　A＝Cだな。では今後Aとしておこう。さて、Aは、植物園から立ち去った。その際、バイブレーターは外しておいた。

Iは言った「今度シャガールを見に行きませんか？」Bは答えた「私はあの・・・時計が溶けている抽象画が好きなんですけどね。」シャガールってなんだっけか。ムンクでは無いね。ムンクの方が有名である。

ところで今や、Aは、メイド服を従業員に着せている、飲食店で働いている。そういう経緯で、Aはコックもやっていた。Aは料理比較的上手だった。しかし、そういう飲食店では、多分だが、料理下手でも料理出来る様な措置が必要なんだろう。Aは言った「私が料理上手な事証明してもいいかな。」B「どういう意味だい。」A「明日の朝の料理は私が作る。」B「お好み焼きが食べたい。」A「私は私が作りたいものを作る。」B「天丼が食べたい。」A「無視。」Aは、Bの注文とは無関係に、イワシの蒲焼きを作った。蒲焼きっていうのかな。蒲焼きってなんだろうね。Bは食べて言った「そうだ。うなぎの蒲焼きが食べたい。」ん？　これ以前見た話だったな。Bには、知り合いがいた。Cである。Bがある日家に帰ってきたら、Cがいた。Bは言った「C、Cじゃないか。」C「会いたかったよ、B。」B「そうなんだ。別に私は会いたくなかった。ま、どっちでも良かった。」C「そうだ。あなたはそういう奴だ。」B「何か用事か？」C「Aの事だ。」B「Aがどうかしたのか？」C「Aはなんというか、ま、私はAが心配なんだよ。」B「何が？」C「婚期が心配だ。」B「それ本人に言えよ。」C「確かにそうだな。」さて、Aが来た。Aはスパゲティをつくっていた。みなまで言おう。スパゲティには、イカが含まれていた。Aは言った「これは私がつくったのだ。」
B「そうなんだ。スパゲティ好きだからいいと思う。」
A「Cの分も。」C「ありがとう。」A「ところでB、明後日一緒に行きたい場所があるんだ。」B「何処だ？」A「筑波実験植物園。」またか。でも此処以外知らないので。B「ああ、でももうショクダイオオコンニャクの開花は終わったんじゃないのか。」A「他にも植物あるじゃん。」B「何さ。」A「ソテツとか。」あるとしておく。B「ソテツか。そういやソテツって、根粒菌がついてるらしいよ。意外だと思った。」A「へー。そうなんだ。」さて、電話がかかってきた。電話の相手は、Iだった。Iは言った「今度、クラシックのコンサート行きませんか？　今度って、明後日ですけど。」B「明後日は用事があるんですけど。」A「どうかしたの？」B「Iさんが、明後日クラシックのコンサート行かないかだってさ。」A「へー。行ってくれば？」B「なんで？」A「高級感があるから。」B「筑波実験植物園の方が、特別だと思うけどなぁ。コンサートやめて、筑波実験植物園に行きませんか？」I「え？　この間花を見たでは無いですか。」B「いや、ソテツが狂い咲いているかも知れない。」I「成る程。まーでもどうせーなら、もっと間隔空けて行きたかったですね。明後日は私はコンサートに行く事にします。植物園も好きですけど・・・、音楽も好きなんです。」B「そうですか。私はあまり音楽わからないんですよね。すみません。」ところで、私はデスメタル聴きまくっていた。以前は。最近何も聴かない。ワープロ入力の音が心地よい。さて、AとBは、また植物園に出かけた。植物園から出てきた時に、三人の男がいた。XYZとしておく。Xは言った「私達とカラオケ行きましょう。」B「いいけど、私はDeath歌うからね。I　WON'T　MEAN TO DWELLっ　って。」デスカラオケに無い気がするけど、あるとしておく。A「私は行かない。」B「なんで？」A「今デート中じゃん。」B「だってさ。BUT I HELPING MY SELF。」X「あなたはもしかして、Aでは無いですか？」A「確かに私はAだね。」Aは有名人であった。Y「わおAだ。サイン下さい。」A「いいよ。」Aは、Yのスケッチブックに、サインをした。Y「これのコピーを、ヤフオクに出す訳です。」A「えーっと、ま、程々にしてね。」なんでA有名なのか不明である。元の話に準拠しているだけである。三人とは別れた。

さて、Aの出自は、ただのAである。Aの親は、αとβである。Aの人生は平凡だった。親も平凡だった。しかし、ま、平凡な人にも、個別にドラマがあるんでしょう。決して良い意味で使われる平凡という言葉。平凡が一番。Aは言った「私は私を、平凡だと自認しているけど、Bに嫌われるのは嫌なの。」B「別に私程度に嫌われる程度、大した事では無いと思いますが・・・」A「B、自尊心大丈夫・・・？」B「あまり無いのかも知れませんね。」A「とにかく、Bがどう思ってようと、私がそう思っているのよ。」B「あなたを嫌うだなんてとんでもない。あなたは友ですよ。」さて二人は、Bの家に帰った。Bは言った「ところで、家賃滞納していませんよね。」Aは答えた「それは大丈夫。」B「ならいいです。」さて、AはBを誘った。Aは言った「ところで、今日セックスしませんか？」B「いいですよ。ぜひやりましょう。」さて、その晩行った。んー。さて、Bは、Aの生殖器に指を入れた。ま、あとは経験者が語るのみさ。Aの生殖器は濡れてきて、Bが、手で触っていると、クチュクチュと音がしてきた。Bは、自分の血液で充満しているものを、Aの生殖器に入れた。さて、Bは腰を振った。AとB間違えてないよな。この方式いいね。Aの生殖器は、何度も突き上げられた。Bはやがて、内部で放出した。

その後も、二人は末永く、性行為しましたとさ。おしまい。アーカイブオルグだから、字数制限が無い。